
第112回日本補綴歯科学会総会報告

平成16年10月15日開催された日本補綴歯科

学会総会において「平成17・18年度役員人事」

および「平成17年度事業計画案」が承認された．

平成17・18年度日本補綴歯科学会役員人事

（任期：平成17年4月1日～平成19年3月31日)

会 長 赤川安正（広大院)

副会長（次期会長) 平井敏博（北医大)

副会長 井上 宏（大歯大)

理 事・庶務担当 矢谷博文（阪大院)

理 事・学術担当 佐々木啓一（東北大院)

理 事・編集担当 志賀 博（日歯大)

理 事・会計担当 森戸光彦（鶴見大)

理 事・国際渉外委員長 古谷野 潔（九大院)

理 事・用語検討委員長 五十嵐順正(松歯大)

理 事・医療問題検討委員長 市川哲雄(徳大院)

理 事・会則等検討委員長 田中貴信(愛院大)

理 事・広報委員長 前田芳信(阪大院)

法人運営委員長 平井敏博（北医大)

理 事・教育問題検討委員長（改組）

櫻井 薫（東歯大)

理 事・生涯学習検討委員長 清野和夫(奥羽大)

理 事・認定審議会委員長 古屋良一（昭和大)

理 事・社会連携委員長（新設）

冲本公繪（九大院)

理 事・専門医制度検討委員長（新設）

野村修一（新大院)

理 事・ガイドライン作成委員長（新設）

寺田善博（九大院)

理 事・社会保険委員長（新設）

福島俊士（鶴見大)

理 事（特命事項，新設) 長岡英一（鹿大院)

監 事 森田修己（日歯大新潟)

監 事（税理士） 未 定

東北・北海道支部長 渡辺 誠（東北大院)

関越支部長 小出 馨（日歯大新潟)

東関東支部長 大川周治（明海大)

東京支部長 石上友彦（日 大)

西関東支部長 藤田忠寛（神歯大)

東海支部長 田中貴信（愛院大)

関西支部長 江藤隆徳（大歯大)

中国・四国支部長 中尾勝彦（広島県開業)

九州支部長 田中卓男（鹿大院)

平成17年度事業計画案

社団法人日本補綴歯科学会（予定）としては，

高い公益性をもち，社会のニーズに応えるため，

歯科医療全般の向上を目指し，専門分野である歯

科補綴学の学理およびその応用についての研究を

行うとともに，国内外の関連学会との連携協力を

図り，医療人としての資質を高めることにより，

国民の健康福祉に貢献することとして，以下の事

業を実施する．

1. 学術大会，講演会の開催

⑴ 第113回学術大会

日時：平成17年5月14日(土)，15日(日)

場所：グランキューブ大阪（大阪国際会議

場）(大阪市）

⑵ 第114回学術大会

日時：平成17年10月1日（土)，2日（日）

場所：朱鷺メッセ（新潟市）

⑶ 支部学術大会

全国9支部において開催予定．

⑷ 市民公開講座

全国9支部において開催予定．

⑸ 講演会等事業の開催
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予見し難い講演会等の事業の開催に対応．

2. 学会誌その他の刊行物の発行

⑴ 学会誌

①和文誌（第49巻2～5号，第50巻1号）5

回

②英文誌（第4巻1号）1回

③学術大会抄録集（第113，114回分）2回

3. 認定医等の認定

認定医，指導医，認定研修機関の新規および更

新．

4. 表彰

学会論文賞，特定推進研究論文賞，中堅優秀論

文賞，奨励論文賞，特別功労賞の表彰を予定．

5. 国際交流事業

⑴ GreaterNewYorkAcademyofProstho-

dontics（GNYAP）

第2回JointMeeting（2007年）開催の検討．

⑵ アジア補綴学会

第4回学術大会2005年8月9～11日（バン

コク）開催予定．

⑶ InternationalCollegeofProsthodontics

（ICP）

第11回学術大会2005年5月25～28日（ギ

リシャのクレタ島）開催予定．

6. 歯科医療の向上を図るための事業

⑴ 生涯学習公開セミナーの開催

全国9支部において開催予定．

⑵ 平成18年度の歯科研修医制度の義務化に

向け，

①補綴臨床研修を実施する際の診療基準およ

び研修基準を作成し，厚生労働省に提示．

②学部卒業時における実施レベルの向上のた

めに，平成16年度の調査結果を踏まえ，今後

の実技教育の充実について検討．

⑶ 補綴学関連の医療の進歩と一般歯科医療へ

の普及を前提とし，国際標準に照らした「病名と

症型分類」最終案の作成．

7. 広報事業

⑴ ニュースレター4～5回の発行を予定

⑵ ホームページ更新予定

⑶ 国際的なPRのため， DentistryinJapan」

に学会活動に関する記事を掲載予定．

8. 社団法人の設立

社団法人としての組織の整備および規程の制定

など，諸課題についての体制を整備．

9. 会費の値上げ

現行10,000円→13,000円．

10. 学術大会の年1回化と支部事業の充実の検

討

平成18年度から地域における事業の充実を図

り，地元との関係の強化方策を検討．

11. 英文誌の年4回発行の検討

PRPの国際的な評価獲得に向け，年4回発行

を平成18年度実施予定．

12. その他

⑴ 新委員会の設置

法人化担当委員会→法人運営委員会，専門医

制度検討委員会，ガイドライン作成委員会，社

会連携委員会，社会保険委員会．

⑵ 委員会の開催

各委員会はそれぞれの課題について検討する

ため年1～5回開催予定．

⑶ 賛助会員

平成17年度は46社を予定．

⑷ 文部科学省へ「特定公益増進法人」の認可

申請を予定．

第113回学術大会はすべてオンラインで

第113回学術大会は演題応募，抄録送付，学会

参加登録，宿泊予約など学術大会に関連するもの

はオンラインで行われることになった．これによ

り従来は学術大会の2カ月前で締め切られていた

事前登録は約3週間前（平成17年4月22日

（金）12：00（時間厳守)）まで可能となった．

さらに口演はすべてパソコン持ち込みによる単

写発表形式で，従来とは大幅に変更されている．

☞ 演題締め切りは平成17年1月18日

（火）17：00（時間厳守）であるが，締め切り

前に限り抄録原稿の差し換えは自由である．

申し込みに際しては第113回学術大会ホーム

ページからダウンロードした「抄録雛型ファイ

ル」を使用することが前提である．また大会抄

録集はホームページ上で公開され，冊子体の抄
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